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嘔 シビックセンター●シティーゲート構想
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隠ヲ雫問影し囃畷トユシ字？－・z－・

じ1ブまかた。構想では、小学校をパLトナーとした文化的サ
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拠点とすることや、市街地と国道158号とのアクセス道を通し、入’

り口として交流の場を創出することなどが盛り込まれています。今

月は、この内容について紹介します。

　

大
野
高
校
跡
地
を
中
心
と
し
た

亀
山
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

コ
体
ど
う
な
る
の
か
」
と
巾
民

の
皆
さ
ん
も
注
目
し
て
い
る
巾
の

大
き
な
課
題
で
す
。
今
回
の
フ
ン

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
・
シ
テ
ィ
ー
ゲ

ー
ト
構
想
」
は
、
次
の
よ
う
に
ま

と
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

基
本
的
な
考
え
方

　

構
想
は
、
平
成
九
年
ト
月
に
策

定
さ
れ
た
「
大
野
市
都
市
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
」
の
基
本
方
針
や
、
マ

7
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
か
ら

の
答
申
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
基
本
方
針

　

亀
山
周
辺
に
つ
い
て
は
、
「
伝

承
・
交
流
・
接
客
」
を
テ
ー
マ
に

巾
の
貴
重
な
址
ハ
有
財
産
「
水
・
歴

史
性
」
を
取
り
入
れ
た
拠
点
づ
く

0
を
推
進
す
る

策
定
委
員
会
の
答
申

①
大
野
高
校
跡
地
は
将
来
の
巾
街

　

地
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
活
川

②
巾
街
地
と
国
道
1
5
8
‥
り
を
結

　

ぶ
西
部
ア
ク
セ
ス
道
は
必
要

③
有
終
西
小
学
校
は
現
在
地
の
な

　

る
べ
く
近
く
に
建
設

市
街
地
の
現
状
と
課
題

　

中
心
巾
街
地
で
は
、
人
し
の
減

少
と
空
き
地
・
空
き
家
の
増
加
な

ど
、
空
洞
化
の
現
象
が
進
ん
で
い

ま
す
。
空
洞
化
に
よ
り
、
都
市
と

し
て
の
魅
力
が
低
く
な
り
、
市
全

体
と
し
て
も
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
要

囚
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
空
洞

化
を
止
め
る
対
策
が
必
要
で
す
。

求
め
ら
れ
て
い
る
整
備

　

中
心
巾
街
地
を
含
め
市
全
体
の

活
性
化
の
た
め
に
、
巾
街
地
に
住

む
魅
力
を
再
び
創
出
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
市
街
地
の
現
状

と
課
題
か
ら
、
活
性
化
に
つ
な
が

る
拠
点
づ
く
り
の
方
向
を
ま
と
め

ま
し
た
。

①
顔
と
な
る
よ
う
な
施
設
や
イ
ン

　

フ
ラ
の
整
備

②
市
民
が
高
度
な
住
民
サ
ー
ビ
ス

　

や
文
化
的
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

　

ね
る
よ
う
な
「
集
い
・
遊
び
・

　

学
び
〈
口
う
」
拠
点
の
整
備

③
当
市
独
特
の
風
情
や
歩
行
者
の

　

巾
街
地
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

　

ョ
ン
を
守
る
た
め
、
西
部
ア
ク

　

セ
ス
道
か
ら
の
受
け
入
れ
に

　

は
、
7
ピ
ー
ド
を
落
と
さ
せ
る

　

よ
う
な
緩
衝
帯
を
整
備

④
緩
衝
帯
は
「
伝
承
・
交
流
・
接

　

客
」
を
可
能
と
す
る
、
積
極
的

　

な
1
も
て
な
し
」
の
場
、
交
流

　

の
拠
点
と
す
る

亀
山
周
辺
地
域
の
活
性
化

　

大
野
高
校
跡
地
を
含
め
た
亀
山

周
辺
は
、
歴
史
と
文
化
、
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
、
市
民
が
誇
り
と
愛



着
を
持
っ
て
い
る
地
域
で
す
。

　
　

「
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
・
シ
テ

ィ
ー
ゲ
ー
ト
構
想
」
は
、
こ
う
し

た
特
色
を
生
か
し
て
、
市
街
地
の

魅
力
ア
ッ
プ
や
再
生
の
柱
と
な
る

よ
う
に
整
備
す
る
も
の
で
す
。

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　

大
野
高
校
跡
地
を
利
用
す
る
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
が

「
集
い
・
遊
び
・
学
び
合
う
」
た

め
の
文
化
的
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
で

す
。
そ
の
最
適
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、
地
域
社
会
に
開
か
れ
た
学

校
（
注
一
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
考
え
方
は

次
刀
と
お
り
で
す
。

①
有
終
西
小
学
校
を
パ
ー
ト
ナ
ー

　

と
し
、
大
野
高
校
跡
地
に
移
転

2
校
区
内
居
住
者
の
日
常
生
活
の

ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
を
高
め
る
機
能

だ
け
で
な
く
、
全
市
民
を
対
象

と
し
た
り
I
デ
ィ
ン
グ
カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（
注
二
）
機
能

を
複
合
さ
せ
、
歩
行
者
が
主
役

の
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
、
魅

力
あ
る
市
街
地
を
目
指
す

3
有
終
西
小
学
校
は
、
学
校
週
五

　

日
制
に
も
対
応
し
た
「
地
域
の

　

風
が
い
き
か
う
学
校
」
を
テ
ー

　

マ
に
、
地
域
社
会
に
開
か
れ
た

　

学
校
と
し
て
、
全
国
的
な
モ
デ

　

ル
と
な
る
小
学
校
を
目
指
し
て

　

整
備

④
市
民
の
た
め
の
施
設
と
し
て
、

　

高
度
な
文
化
的
・
教
育
的
サ
ー

　

ビ
ス
を
柱
に
、
例
え
ば
音
楽
堂

　

や
美
術
館
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク

　

ラ
ブ
な
ど
の
多
様
で
高
度
な
機

　

能
と
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
堤
供

⑤
学
校
の
施
設
・
設
備
と

　

市
民
の
た
め
の
施
設
・

　

設
備
は
、
タ
イ
ム
シ
ェ

　

ア
リ
ン
グ
（
注
三
）
に

　

よ
っ
て
、
幅
広
い
年
齢

　

層
の
利
用
を
可
能
と
す

　

る
。
学
校
施
設
の
積
極

　

的
な
住
民
開
放
と
、
ほ

　

か
の
施
設
と
の
相
互
利

　

用
で
、
施
設
全
体
を
高

　

度
化
し
機
能
を
充
実
さ

　

せ
る

シ
テ
ィ
ー
ゲ
ー
ト

　

有
終
西
小
学
校
移
転
後

の
跡
地
を
利
用
す
る
シ
テ

イ
ー
ゲ
ー
ト
と
は
、
市
民
が
「
伝

承
・
交
流
・
接
客
」
を
行
い
、
外

来
者
を
「
も
て
な
し
」
す
る
場
の

こ
と
で
す
。
ま
た
、
都
市
的
緩
衝

帯
と
し
て
も
整
備
を
す
る
こ
と

で
、
歩
行
者
と
当
市
の
歴
史
的
な

風
情
を
守
り
ま
す
。

　

有
終
西
小
学
校
跡
地
は
、
新
た

に
生
み
出
さ
れ
た
貴
重
な
空
間
と

な
り
ま
す
。
大
野
高
校
跡
地
が
市

民
の
「
集
い
・
遊
び
・
学
び
合
う
’

拠
点
で
あ
る
の
対
し
、
こ
の
新
た

な
空
間
は
、
外
来
者
と
市
民
を
結

び
つ
け
る
玄
関
口
と
し
て
、
西
部

ア
ク
セ
ス
道
か
ら
の
流
人
を
柔
ら

か
く
受
け
止
め
る
交
流
の
拠
点
と

な
り
ま
す
。

　

シ
テ
ィ
ー
ゲ
ー
ト
構
想
の
考
え

方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

2
有
終
西
小
学
校
移
転
後
の
跡
地

　

は
、
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
貴

　

重
な
都
市
空
間
と
し
て
活
用

2
西
部
ア
ク
セ
ス
道
か
ら
の
流
人

　

を
柔
ら
か
く
受
け
止
め
、
外
来

　

者
と
市
民
を
結
び
つ
け
る
玄
関

　

口
の
役
割
を
担
う

3
市
民
が
伝
承
し
、
交
流
し
、
接

　

客
す
る
「
も
て
な
し
の
場
」
、

　

交
流
ゾ
ー
ン
と
し
て
活
用

④
六
問
通
り
は
、
美
し
く
歴
史
的

　

な
町
並
み
を
大
切
に
守
り
育
て

　

て
い
く
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
整
備

西
部
ア
ク
セ
ス
道

　

西
部
ア
ク
セ
ス
道
は
、
六
間
通

り
か
ら
有
終
西
小
学
校
の
跡
地
を

通
り
、
国
道
1
5
8
号
に
結
ば
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ル
ー
ト
な

ど
の
内
容
は
、
今
後
関
係
機
関
や

地
元
と
十
分
協
議
し
な
が
ら
、
進

め
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
予
定

　

今
回
の
「
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
・
シ
テ
ィ
ー
ゲ
ー
ト
構
想
」
を

基
に
、
本
年
度
中
に
亀
山
周
辺
整

備
計
画
の
基
本
構
想
を
策
定
し
、

平
成
上
一
一
年
度
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら

基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
業
の
実
施
に
当
た

っ
て
は
、
基
本
計
画
策
定
後
に
関

係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

言
葉
の
説
明

（
注
I
）
地
域
社
会
に
開
か
れ
た
学
校

　
　

地
域
住
民
に
施
設
を
開
放
す
る
学

　

校
の
こ
と
．
一
．
2
2
二
年
度
の
学
校

　

の
完
．
―
週
五
‐
制
に
向
け
て
、
文
部

　

宵
は
．
．
2
2
2
年
度
か
ら
、
地
域
社

　

会
に
開
か
わ
た
学
校
施
設
の
整
備
を

　

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
．
特
に
小
学

　

校
は
、
地
域
に
身
近
な
交
流
拠
点
と

　

し
て
こ
の
よ
う
な
機
能
が
求
め
ら

　

れ
、
整
備
を
優
完
す
る

（
注
二
）
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ル
チ
ャ
ー

　
　
　

セ
ン
タ
ー

　
　

高
度
な
文
化
的
・
教
育
的
サ
ー
ビ

　

ス
を
中
心
に
、
規
模
は
小
さ
く
て
も

　

豊
富
で
充
実
し
た
機
能
と
サ
ー
ビ
ス

　

（
例
一
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
・
七
日

　

楽
堂
・
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
迫
術

　

館
な
ど
）
を
提
供
す
る
施
設
の
こ
と

（
注
三
）
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

　
　

学
校
と
市
民
が
お
互
い
に
使
用
す

　

る
日
と
時
間
帯
を
定
め
、
施
設
や
設

　

備
を
効
率
よ
く
利
用
し
て
い
く
こ
と

亀山周辺整備計画の方向（イメージ図）

右終丙／lx学沁PTA会岳

桑原賢さん

　

21世紀を前に良い転機になるので

は。子供たちの安全確保からシティー

ゲートの緩衝帯がどのようになるか、

また全体の経費なども気になる。でき

るだけ早く実現し、新しい大野の芽吹

きの象徴になればと思う。本当の意味

で市民の交流の場になってほしい。

　

内容は良いと思う。西部アクセスで

人が直接市街地へ入れるようになり、

まちなか観光や商店街もにぎわってく

るのではないか。今後、具体的な内容

については、市民の声を反映させなが

ら進めてほしい。商店街関係者として、

早い実現を望んでいる。

七間商店街振興組合理事長

佐々木啓補さん

咀吠野青年会議所理事長

松田耕明さん

　

方向が示されうれしく思う。歩いて

散策するまちなか観光や外来者との交

流には、住む人たちの町を大切にする

心やもてなしの心が必要。みんなが整

備の目的を理解し、もてなしの心を育

てていくため、官民一体の取り組みと

地域の自主的な活動を期待したい。
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こ
こ
か
5
発
信

大
野
の
魅
力

拠
点
施
設
の
核

　

十
月
六
日
に
落
成
・
オ
ー
プ
ン

す
る
の
は
、
ま
ち
な
か
観
光
拠
点

施
設
「
平
成
大
野
屋
」
三
つ
の
建

物
の
う
ち
、
洋
館
で
す
。

　

拠
点
施
設
は
、
元
町
に
あ
る
大

野
織
物
工
業
協
同
組
合
の
三
つ
の

建
物
（
洋
館
、
平
蔵
、
二
階
蔵
）

を
市
が
購
入
し
、
整
備
し
て
い
る

も
の
で
す
。
市
民
と
観
光
客
が
共

に
利
用
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
て

い
く
た
め
の
施
設
と
し
て
、
物
産

販
売
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
観
光
情
報

の
発
信
、
休
憩
な
ど
の
機
能
を
兼

ね
備
え
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
す
る
洋
館
は
、
拠
点

施
設
三
つ
の
建
物
の
う
ち
で
も
核

と
な
る
建
物
で
、
株
式
会
社
平
成

大
野
屋
と
大
野
市
観
光
協
会
の
事

務
局
も
置
か
れ
ま
す
。
洋
館
の
施

設
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。2階イメージ図

1階イメージ図

施
設
の
利
用

　

施
設
の
開
館
時
間
な
ど
は
次
の

と
お
り
で
す
。

所
在
地
元
町
1
1
2

休
館
日
1
2
月
3
0
日
～
1
月
1
日

開
館
時
間
総
合
観
光
案
内
一
午

　

前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
▼
物

　

産
販
売
コ
ー
ナ
ー
一
午
前
9
時

　

～
午
後
5
時
▼
レ
ス
ト
ラ
ン
ー

　

午
前
9
時
～
午
後
9
時
3
0
分

　

（
閑
散
期
の
火
曜
日
は
休
業
）

　

▼
そ
の
ほ
か
‥
午
前
8
時
3
0
分

　

～
午
後
9
時
3
0
分
（
閑
散
期
の

　

火
曜
日
は
午
後
5
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
先
株
式
会
社
平
成

　

大
野
屋
（
豊
6
9
・
9
2
0
0
）

ま
ち
な
か
観
光
の
核

　

残
り
二
つ
の
建
物
（
平
蔵
、
二

階
蔵
）
も
整
備
を
行
い
、
順
次
オ

ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。
拠
点
施

設
は
今
後
、
ま
ち
な
か
観
光
の
核

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。



第
二
次
行
政
改
革
推
進
報
告

詣
召
詣
策
の
進
頂
や
効
頑
化
ち
到
果

●
北
部
第
三
土
地
区
画
整
理
事
業

8～10年度の推進状況

　

平成9年11月に都市計画

決定、事業計画の作成を行

いました。10年4月には事

業が採択され、10年12月に

事業主体となる「北部第三

土地区画整理組合」が設立

し、仮換地指定などの支援

を行いました。

推進計画

　

事業の基本調査が終了し

ているので、地権者の仮同
意を得るとともに都市計画
決定、事業計画案を作成

し、組合設立に取り組みま
す。組合施行のため、事業

実施に伴う支援を行い、指
導に努めます。

　

市
の
行
政
改
革
推
進
本
部
で
は

こ
の
ほ
ど
、
八
年
度
か
ら
十
年
度

ま
で
の
第
二
次
行
政
改
革
推
進
状

況
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

第
二
次
大
野
市
行
政
改
革
は
、

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
簡

素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の

確
立
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
七
年
度
に
大
綱
を
定
め
、
八
年

度
か
ら
三
ヵ
年
を
か
け
て
行
政
改

革
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
や
浄
化
セ

ン
タ
ー
、
公
共
下
水
道
、
市
営
住

宅
整
備
な
ど
の
重
点
施
策
の
進
展

や
部
制
の
導
入
、
公
共
施
設
管
理

公
社
設
立
な
ど
事
務
の
効
率
化
の

ほ
か
、
情
報
公
開
、
各
種
審
議
会

な
ど
の
整
理
統
廃
合
な
ど
に
一
定

の
成
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
計

画
の
項
目
に
従
っ
て
、
主
な
推
進

状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

事
務
事
業
の
見
直
し

　

効
率
的
な
財
政
運
営
を
図
り
な

が
ら
、
重
要
施
策
の
推
進
を
目
指

し
ま
し
た
。

　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
建
設
促
進

対
策
で
は
、
大
野
I
C
の
位
置
決

定
や
概
要
図
の
公
表
、
大
野
・
和

泉
間
の
計
画
路
線
昇
格
、
ア
ク
セ

ス
道
の
都
市
計
画
決
定
な
ど
、
ま

た
東
縦
貫
道
整
備
で
も
都
市
計
画

決
定
を
経
て
、
く
い
打
ち
式
を
行

う
な
ど
の
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。

　

十
年
四
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
情

報
公
開
制
度
や
、
工
事
に
着
手
し

た
公
共
下
水
道
整
備
事
業
の
ほ

か
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
の

更
新
に
つ
い
て
は
、
「
大
野
・
勝

山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
」
で

計
画
の
検
討
が
行
わ
れ
、
ご
み
処

理
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
の

民
間
法
人
組
織
へ
の
委
託
化
に
つ

い
て
は
、
大
野
市
社
会
福
祉
協
議

会
と
条
件
整
備
な
ど
の
協
議
を
重

ね
、
十
一
年
度
か
ら
の
委
託
に
つ

い
て
合
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

組
綿
。
・
機
構
の
見
直
し

　

予
想
さ
れ
る
新
た
な
行
政
需
要

に
対
し
、
関
連
分
野
の
連
携
と
、

き
め
細
や
か
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

実
行
を
目
指
し
ま
し
た
。

●
各
種
審
議
会
な
ど
見
直
し

8～10年度の推進状況

　

1審議会を統合、10審議
会などを廃止、16審議会な

どで委員数を削減し、19．3
％の減員をしました。女性
委員の増員に努め、比率は

18．6％に上がりました。一
部の審議会で公募制を取り

入れました。

推進計画

　

69の各種審議会などの整
理統廃合により、現行1，078

人の委員を14．5％の減員や
女性委員の比率を現行12．7
％を20．1％に引き上げ、一

部の審議会などについては
公募性の導入に努めます。

定
員
管
理
と
給
与
の
適
正
化

　

限
ら
れ
た
人
員
と
財
源
の
枠
内

で
、
事
務
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ー

ア
ン
ド
ー
ビ
ル
ド
の
徹
底
と
、
民

間
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
て
、

効
率
的
な
行
政
運
営
を
図
る
こ
と

を
目
指
し
ま
し
た
。

　

人
事
の
弾
力
的
運
用
と
し
て
、

事
務
事
業
の
増
加
に
よ
る
一
時
的

な
人
員
増
に
つ
い
て
は
、
部
内
調

整
や
応
援
体
制
で
運
用
。
地
方
分

権
に
よ
る
事
務
事
業
の
移
管
や
重

要
事
業
の
推
進
に
伴
う
も
の
に
つ

い
て
は
、
全
体
の
中
で
の
洗
い
直

し
に
よ
り
、
職
員
の
配
置
換
え
を

行
い
ま
し
た
。

効
率
的
な
行
政
運
営
と

　
　

職
員
の
能
力
開
発

　

少
な
い
人
数
で
大
き
な
効
果
を

上
げ
る
た
め
、
職
員
の
能
力
開
発

と
意
識
改
革
を
進
め
る
こ
と
を
目

的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

職
員
の
専
門
技
術
の
向
上
や
事

務
処
理
の
効
率
化
な
ど
を
図
る
た

め
、
福
井
県
と
の
人
事
交
流
を
実

施
し
、
ま
た
社
会
人
採
用
な
ど
、

異
な
る
分
野
の
知
識
・
経
験
を
有

す
る
複
合
型
専
門
職
の
確
保
や
育

成
に
努
め
ま
し
た
。

情
報
化
な
ど
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

O
A
化
や
情
報
化
に
よ
り
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
ま

し
た
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
情
報
掲

示
板
を
開
設
し
、
双
方
向
の
情
報

伝
達
手
段
を
活
用
し
ま
し
た
。

　

戸
籍
事
務
の
O
Λ
化
で
は
、
一

部
に
つ
い
て
十
一
年
度
か
ら
の
シ

ス
テ
ム
導
入
に
向
け
、
調
整
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

●
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
有
効
利
用

8～10年度の推進状況

　

財務用サーバーを更新

し、財務会計システムの

安定的な運用と高速化を

図り、情報の共有化と事

務処理などで庁内情報通

信網の活用を進めまし

た。また、情報共有化用

のサーバーを導入しまし

た。

推進計画

　

事務の効率化、経費の

節減を図るため、共有す

る資料などをデータベー

ス化し、庁内ネットワー

クの有効利用を図りま

す。

（注）サーバー＝情報管理や

通信などの特別な機能を専

門的に行うコンピュータ

公
共
施
設
の
管
理
運
営

　

公
共
施
設
管
理
公
社
を
設
立

し
、
公
共
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

と
効
率
的
な
管
理
運
営
の
両
立
を

目
指
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
施
設
の
開
放
と
し
て
、

十
年
四
月
か
ら
国
民
の
祝
日
と
年

末
年
始
を
除
く
毎
日
、
開
館
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
二
次
行
政
改
革
の
推
進
状
況

を
踏
ま
え
本
年
三
月
に
、
第
三
次

大
野
市
行
政
改
革
大
綱
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
第
三
次
大
野
市
行
政

改
革
の
具
体
的
な
推
進
計
画
と
年

度
ご
と
の
実
施
状
況
な
ど
に
つ
い

て
は
、
そ
の
都
度
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。
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環
境
基
本
計
画
の
素
案
ま
と
ま
る

　

市
で
は
、
最
近
の
多
様
化
す
る
環
境
問
題
に
対
応
す

る
た
め
、
平
成
十
二
年
三
月
を
目
指
し
、
大
野
市
環
境

基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
基
本

計
画
の
素
案
が
、
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
今
回

は
、
そ
の
要
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
の
意
見
を
反
映

　

大
野
市
環
境
基
本
計
画
は
、
大

野
市
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
き
策

定
さ
れ
、
大
野
市
総
合
計
画
の
環

境
面
を
補
う
も
の
で
す
。

　

市
民
の
意
見
を
十
分
に
取
り
入

れ
た
基
本
計
画
に
す
る
た
め
、
今

回
ま
と
め
ら
れ
た
素
案
に
は
、
平

成
十
年
度
に
開
催
し
た
環
境
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
市
民
意
識
調
査
、
環

境
懇
談
会
な
ど
で
出
さ
れ
た
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て

い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
大

野
市
環
境
保
全
対
策
審
議
会
で
検

討
さ
れ
ま
し
た
。

三
つ
の
柱

　

素
案
で
は
、
次
の
三
つ
の
柱
を

基
礎
に
、
み
ん
な
で
協
力
し
な
が

ら
環
境
の
保
全
と
創
造
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

①
理
想
と
す
る
大
野
市
の
環
境
像

②
環
境
の
保
全
に
向
け
た
取
り
組

　

み
③
市
、
市
民
、
事
業
者
、
訪
問
者

の
役
割

対
象
を
幅
広
く

　

市
内
全
域
で
、
環
境
に
関
す
る

い
ろ
い
ろ
な
範
囲
を
幅
広
く
対
象

に
し
て
い
ま
す
。

①
公
害
の
防
止

②
自
然
の
構
成
要
素
の
保
全

③
自
然
環
境
の
体
系
的
な
保
全

④
生
物
の
多
様
性
の
確
保

⑤
良
好
な
景
観
形
成
と
歴
史
的
文

　

化
的
遺
産
の
保
存

⑥
地
下
水
の
合
理
的
利
用
及
び
涵

　

養
対
策

⑦
資
源
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効

　

利
用

⑧
廃
棄
物
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

　

の
推
進

⑨
地
球
環
境
の
保
全

⑩
総
合
的
な
環
境
対
策

理
想
と
す
る
環
境
像

　

理
想
と
す
る
当
市
の
環
境
像

は
、
「
水
循
環
共
生
都
市
お
お
の
」

で
す
。
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
多

く
の
家
庭
で
地
下
水
が
飲
料
水
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
、
当
市
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

し
か
し
近
年
、
地
下
水
位
の
低
下

や
身
近
な
生
物
の
減
少
な
ど
、
深

刻
な
問
題
が
起
き
て
き
て
い
ま

す
。

　
　

「
水
循
環
共
生
都
市
お
お
の
」

と
い
う
環
境
像
は
、
市
民
が
水
を

大
切
に
し
、
水
の
循
環
が
安
定
し

た
な
か
で
、
自
然
と
共
生
し
て
い

る
姿
を
表
し
て
い
ま
す
。

基
本
テ
ー
マ

　

こ
の
理
想
と
す
る
姿
か
ら
現
状

を
見
つ
め
直
し
、
基
本
テ
ー
マ
を

定
め
て
い
ま
す
。

①
清
ら
か
な
水
と
さ
わ
や
か
な
空

　

気
に
つ
つ
ま
れ
て
、
自
然
と
と

　

も
に
生
き
る
ま
ち

②
や
す
ら
ぎ
と
潤
い
が
め
ぐ
り
、

　

資
源
を
大
切
に
す
る
ま
ち

③
広
い
範
囲
に
目
を
向
け
て
、
身

　

の
回
り
か
ら
取
り
組
む
ま
ち

主
な
施
策

　

基
本
テ
ー
マ
の
下
に
、
環
境
の

各
要
素
に
合
っ
た
具
体
的
な
目
標

と
基
本
的
な
施
策
を
進
め
ま
す
。

　

素
案
の
具
体
目
標
と
基
本
施
策

の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
全

戸
に
配
布
さ
れ
る
概
要
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

素
案
を
縦
覧
し
ま
す

　

今
回
の
素
案
を
さ
ら
に
充
実
し

た
内
容
に
す
る
た
め
、
原
本
の
縦

覧
を
行
い
ま
す
。

　

縦
覧
の
方
法
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
縦
覧
場
所
に
は
、
意
見
や

感
想
の
提
案
箱
を
設
置
し
ま
す
の

で
、
大
野
の
将
来
像
な
ど
、
皆
さ

ん
の
意
見
や
感
想
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

縦
覧
期
間
1
0
月
1
日
②
～
1
0
月

　

2
0
日
④

縦
覧
場
所
市
役
所
・
各
公
民

　

館
・
図
書
館
・
有
終
会
館
・
文

　

化
会
館
・
越
前
大
野
駅
。
元
町

　

会
館
●
リ
ブ
レ

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
生
活
環

　

境
課
環
境
保
全
係
（
豊
6
6
・
I

　

I
I
I
内
線
4
6
5
）

公共下水道事業

審議会委員を募集

　

市では、広域的な水質保全と生活環境の改善

を目的として、公共下水道事業を進めています。

　

現在、第1期工事が行われていますが、使用

料金や受益者負担金などに関して、市民の皆さ

んを中心とした「大野市公共下水道事業審議会」

で協議、検討しながら条例などの原案を作成し

ていきます。そこで、この審議会の委員を次の

とおり募集します。

募集人数20歳以上の市民2人

応募方法下水道事業や下水処理についての考

　

え、または河川や水路などの水質保全につい

　

ての考えを、400字詰め原稿用紙2枚以内に

　

まとめ、住所・氏名・生年月日・職業・電話

　

番号を明記の上、提出（郵送も可）

締切日10月31日⑧（当日の消印有効）

応募・問い合わせ先市役所水道課下水係

　　　　

〒912－8666天神町1－1

　　　　　

（豊66・1111内線291）



エキサイティング

スポーツ

情ムXム報
第53回市－’Ji．＾校連合体育大会

　

9
月
9
口
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

の
陸
L
競
技
場
で
、
大
野
巾
小
学

校
連
八
口
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
市
内
の
全
小
学
校
に
和
泉

村
の
小
学
校
を
合
わ
せ
た
1
3
校
の

5
・
6
年
生
が
参
加
。
学
年
別
、

男
女
別
で
短
距
離
や
リ
レ
ー
、
走

り
高
飛
び
な
ど
を
競
い
合
い
ま
し

た
。

　

学
校
対
抗
の
混
〈
口
リ
レ
ー
で
は

盛
ん
に
声
援
が
送
ら
れ
、
選
F
の

走
り
に
も
い
っ
そ
う
力
が
入
っ
て

工
い
ふ
ま
し
七
。

ス
タ
ー
ン
刀
欣

市
民
大
会
開
催

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
濯

　

大
野
市
体
育
協
会
社
催
の
巾
民

大
会
が
、
各
競
技
団
体
の
運
営
で
、

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
、
あ
な
た
も
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
程
1
0
月
1
7
口
非
・
2
4
日
弁

場
所
巾
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
料
I
チ
ー
ム
5
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務

　

局
林
令
雄
さ
ん
（
日
占
町
I

　

－
9
容
6
6
・
2
6
3
9
）

…
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
程
1
0
月
1
7
日
証
午
前
9
時
～

場
所
有
終
束
小
学
校
体
育
館

種
目
混
〈
口
9
人
制

参
加
料
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
事
務

　

局
浦
田
久
雄
さ
ん
（
日
吉
町

　

6
1
5
豊
6
6
・
2
6
7
1
）

・
弓
道
大
会

日
程
1
0
月
3
1
日
㈲
午
前
9
時
～

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

種
目
近
的
個
人
競
技
（
男
女
の

　

区
別
無
し
）

参
加
料
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
人

　

野
市
弓
道
協
会
事
務
局
山
口

　

誠
一
さ
ん
（
天
神
町
2
－
2
6

　

容
6
6
・
3
7
3
7
）

・
剣
道
大
会

日
程
‐
月
3
日
米
午
前
9
時
～

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

種
目
？
個
人
小
学
4
年
生
以

　

下
・
5
年
生
・
6
年
生
、
中
学

　

生
男
女
、
高
校
生
男
女
、
一
般

　

▼
団
体
小
学
生

参
加
料
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
剣
道
連
盟
事
務
局
目
下

　

智
良
さ
ん
（
中
野
3
8
－
1
3
1
1

　

豊
6
5
・
3
5
7
4
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
程
1
1
月
1
4
日
弁
午
前
9
時
～

場
所
有
終
西
小
学
校
体
育
館

種
目
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
個

　

人
（
各
1
～
3
部
）
、
混
合
ダ

　

プ
ル
ス
個
人

参
加
料
1
人
1
種
目
．
般
＝

　

5
0
0
円
、
高
校
生
＝
3
0
0

　

円
、
中
学
生
＝
無
料

そ
の
他
電
話
に
よ
る
申
し
込
み

　

は
で
き
ま
せ
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
事
務

　

局
羽
二
生
崇
さ
ん
（
泉
町
1
6

　

－
2
2
豊
6
5
・
6
5
4
1
）

気
に
な
り
ま
f
t
y

介
護
保
険
制
度

。j。3

　

8
月
中
、
市
内
4
1
力
所
で
「
介
護
保
険
制
度
住
民
説
明
会
‘

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
説
明
会
で
質
問
が
多
か
っ
た
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

Q
認
定
申
請
は
、
い
つ
ど
こ
へ
申

　

し
込
む
の
で
す
か

A
認
定
申
請
の
受
け
付
け
は
、
1
0

　

月
か
ら
市
役
所
の
高
齢
者
福
祉
室

　

で
開
始
し
て
い
ま
す
。
申
請
は
本

　

人
、
家
族
の
ほ
か
に
も
、
聖
和
園

　

・
大
野
和
光
園
・
一
乗
ハ
イ
ツ
な

　

ど
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
へ
依

　

頼
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

Q
現
在
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

　

て
い
る
人
や
施
設
に
入
所
し
て
い

　

る
人
も
、
認
定
申
請
す
る
必
要
が

　

あ
る
刀
で
す
か

A
認
定
申
請
は
必
要
で
す
。
た
だ

　

し
、
現
在
、
在
宅
や
施
設
な
ど
の

　

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
人
は
、

　

事
業
者
か
ら
連
絡
し
て
も
ら
う
こ

　

と
に
な
っ
て
い
ま
す

Q
施
設
入
所
者
が
自
立
・
要
支
援

　

と
認
定
さ
れ
た
場
合
は
ど
う
な
る

　

の
で
す
か

A
介
護
保
険
で
は
、
自
立
・
要
支

　

援
と
認
定
さ
れ
た
人
は
施
設
へ
人

　

所
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
現
在

　

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
に
人

　

所
し
て
い
る
人
が
自
立
、
要
支
援

　

と
認
定
さ
れ
た
場
合
は
、
5
年
間

　

人
所
し
て
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す

Q
市
外
施
設
へ
入
所
で
き
ま
す
か

A
人
所
で
き
ま
す

Q
大
野
市
は
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
在

　

宅
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
が
十
分
整
備

　

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か

A
現
在
、
で
き
る
だ
け
皆
さ
ん
の

　

要
望
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
、
介

　

護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
で
、
予

　

想
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
量
を
検
討
し

　

て
い
ま
す
。
介
護
保
険
は
、
在
宅

　

で
の
生
活
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

今
後
も
、
そ
の
方
向
で
整
備
を
進

　

め
て
い
く
予
定
で
す
。

Q
家
族
が
介
護
し
て
い
る
場
合
、

　

現
金
給
付
は
あ
り
ま
す
か

A
介
護
保
険
は
、
社
会
全
体
で
介

　

護
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を

　

充
実
さ
せ
る
も
の
で
す
。
そ
の
た

　

め
、
原
則
と
し
て
、
現
金
給
付
は

　

あ
り
ま
せ
ん

Q
（
O
歳
以
上
の
保
険
料
は
、
い
つ

　

決
ま
る
の
で
す
か

A
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
単
価
が
、
1

　

年
の
1
月
末
こ
ろ
に
決
ま
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
保
険
料
が
決
ま
る
の

　

は
3
月
こ
ろ
に
な
る
予
定
で
す

Q
保
険
料
は
い
つ
ま
で
納
め
る
こ

　

と
に
な
り
ま
す
か

A
4
0
歳
か
ら
生
涯
納
め
ま
す

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
高
齢
者
福

　

祉
室
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

4
7
8
）
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かわいい赤ちゃんを抱くために

親
子
で
考
え
て
み
よ
う
命
の
尊
さ

　

望
ま
れ
て
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
。
い
っ
ぱ
い
の
愛
情
込

め
て
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
く
こ
と
で
父
性
や
母
性
も
育
ち
ま

す
。
で
も
赤
ち
ゃ
ん
は
親
を
選
べ
ま
せ
ん
。
望
ま
し
い
親

に
な
る
た
め
に
は
、
何
か
大
切
な
の
で
し
ょ
う
か
。
命
の

尊
さ
に
つ
い
て
、
親
子
で
話
し
合
つ
て
み
ま
せ
ん
か
。

望
ま
な
い
妊
娠
は
し
な
い

　

望
ま
れ
な
い
で
生
ま
れ
て
き
た

子
供
は
、
愛
情
が
不
足
に
な
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
望
ま
な
い
妊
娠

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

次
の
よ
う
な
例
が
あ
り
ま
す
。

　

十
七
歳
の
女
性
で
、
お
腹
が
痛

い
と
始
め
て
受
診
、
そ
の
日
に
出

産
し
ま
し
た
。
「
君
が
生
み
た
か

っ
た
ら
生
ん
だ
ら
い
い
よ
」
と
相

手
の
男
性
が
言
っ
て
く
れ
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
男
性
は
、
た
だ
そ

う
言
っ
た
だ
け
で
、
出
産
費
用
や

育
児
に
は
全
く
関
わ
ら
ず
、
姿
を

消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

人
の
本
当
の
優
し
さ
や
責
任
と

い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　

家
族
の
理
解
や
経
済
的
な
事
情

を
よ
く
考
え
、
望
ま
な
い
妊
娠
は

避
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
性
と

は
心
が
生
き
る
と
書
き
ま
す
。
本

当
の
思
い
や
り
と
は
何
か
、
責
任

あ
る
生
き
方
と
は
何
か
を
、
自
分

で
決
め
ら
れ
る
力
を
身
に
付
け
ま

し
ょ
う
。
駄
目
な
と
き
は
は
っ
き

り
と
断
る
、
避
妊
は
ど
う
す
る
の

か
、
女
性
が
決
定
権
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

自
分
は
ど
う
し
た
い
の
か
、
意
志

を
相
手
に
率
直
に
伝
え
る
努
力
が

必
要
で
す
。

普
段
の
健
康
管
理
が
大
切

　

望
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
生
む
と

き
、
健
康
な
体
が
必
要
で
す
。
普

段
か
ら
健
康
管
理
に
気
を
付
け
ま

し
よ
’
つ
。

①
規
則
正
し
い
食
生
活
や
ス
ポ
ー

　

ツ
な
ど
で
健
康
な
体
づ
く
り
を

　

し
て
お
き
ま
し
ょ
う

②
健
康
な
体
を
傷
つ
け
る
よ
う
な

　

喫
煙
や
飲
酒
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
の

　

し
過
ぎ
は
や
め
ま
し
よ
う

③
健
康
な
と
き
ほ
ど
定
期
健
康
診

　

査
を
受
け
ま
し
ょ
う

④
ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め
、
趣
味

　

や
生
き
が
い
を
持
ち
ま
し
ょ
う

思
春
期
体
験
セ
ミ
ナ
ー
で

夏
休
み
の
期
間
中
、
市
保
健
セ

ン
タ
ー
で
中
学
生
を
対
象
に
思
春

期
体
験
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

講
義
や
赤
ち
ゃ
ん
の
抱
っ
こ
体
験

が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
中
学
生
は
、

次
の
よ
う
な
感
想
を
言
っ
て
い
ま

し
た
。

　

「
赤
ち
ゃ
ん
は
、
は
じ
め
好
き
じ

ゃ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
だ
っ
こ
体

験
し
て
少
し
好
き
に
な
っ
た
」

　

「
自
己
決
定
で
き
る
自
分
に
な
り

た
い
」

　

「
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
や
め
よ

う
」

　

初
め
て
地
球
上
に
生
命
が
生
ま

れ
約
四
十
億
年
、
遺
伝
子
が
私
た

ち
の
体
で
受
け
継
が
れ
、
現
在
も

生
き
て
い
ま
す
。
親
子
で
一
度
、

命
の
尊
さ
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

ちょつと気になる栄養の話

　

アジア料理の人気で、使う機会の増えた香

辛料。特に唐辛子は、アジアや南米でも代表

的な香辛料です。日本でも、赤唐辛子を干し

た状態の「たかの爪」や「一味唐辛子」は和

食には欠かせません。

　

唐辛子の辛味の成分であるカプサイシンに

は、発汗を促して身体のエネルギー代謝を活

発にする働きがあります。また、コショウや

サンショウには、胃腸を温め食欲不振を解消

する薬効があるといわれます。ただし、これ

はあくまでも適量を使った場合のこと。使い

すぎは、胃に負担をかけたり、お肌の調子を

悪くしたりする原因になります。

　

ブームに乗って一つの香辛料だけを使うの

ではなく、味のバラエティを楽しめるよう上

手に利用しましょう。

皆さんの健康づくりを後押ししま，す●保健センター（豊65・7333）
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見直してみませんか

　　　　

あなたの生命保険

上手に利用しましょう

　

万
が
一
に
備
え
て
加
入
し
て
い
る
生
命
保
険
に
は
、
た

く
さ
ん
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
人
に
任
せ
っ
き
り

で
自
分
の
保
険
の
内
容
を
よ
く
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
保
険
の
内
容
を
知
ら
な
い
た
め
保
険
金

を
請
求
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
ど

れ
も
同
じ
よ
う
な
内
容
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
チ
ェ
ッ
ク

　

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

①
保
険
の
種
類
と
目
的

②
保
険
期
間

③
保
障
額
（
特
約
内
容
な
ど
）
と

保
険
料
（
掛
け
金
）

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
保
険
証

書
を
広
げ
各
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
チ

ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
保
険
の
種
類
と
目
的

　

生
命
保
険
に
は
、
「
死
亡
保
障

・
医
療
保
障
・
長
期
貯
蓄
・
老
後

の
準
備
」
と
四
つ
の
機
能
が
あ
り

ま
す
。
一
つ
で
い
く
つ
か
の
機
能

を
備
え
た
保
険
も
あ
り
ま
す
。

　

二
つ
以
上
の
保
険
に
加
入
し
て

い
る
場
合
、
よ
く
似
た
内
容
の
も

の
を
い
く
つ
も
加
入
し
て
い
る
よ

う
で
あ
れ
ば
、
機
能
別
に
見
直
し

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

②
保
険
期
間
の
確
認

　

保
障
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る

定
期
保
険
と
、
保
障
が
一
生
涯
続

く
終
身
保
険
が
あ
り
ま
す
。
保
険

に
よ
っ
て
は
、
あ
る
時
期
に
な
る

と
保
障
額
が
低
く
な
る
内
容
の
も

の
も
あ
り
ま
す
。
目
的

に
応
じ
、
賢
く
選
択
し

ま
し
よ
う
。

　

定
期
保
険
は
、
保
障

が
一
定
の
期
間
と
な
り

ま
す
か
ら
、
生
涯
設
計

に
合
わ
せ
、
見
直
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
。

③
保
障
額
（
特
約
内

　

容
な
ど
）
と
保
険

　

料
（
掛
け
金
）

　

毎
月
の
保
険
料
が
仮

に
一
万
円
の
場
合
、
そ

の
内
訳
は
七
千
円
か
死

亡
・
後
遺
症
の
保
障
分
、

二
千
円
か
医
療
特
約
の

分
、
千
円
は
積
み
立
て

の
分
な
ど
と
、
保
障
や

特
約
の
内
容
ご
と
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
部
分
で
比
較
し
て
み
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
貯
蓄
の
部

分
に
注
目
し
て
み
て
は
。
ほ
か
の

金
融
商
品
と
の
比
較
も
で
き
ま
す
。

生
命
保
険
と
税
金
の
関
係

　

生
命
保
険
の
保
険
料
（
掛
け
金
）

は
、
所
得
の
申
告
を
行
う
と
き
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
確
定
申

告
や
年
末
調
整
な
ど
の
と
き
に
必

ず
届
け
出
ま
し
よ
う
。
ま
た
、
保

険
契
約
者
や
被
保
険
者
、
保
険
金

受
取
人
が
誰
か
に
よ
っ
て
、
受
け

取
る
保
険
金
に
か
か
る
税
金
は
、

所
得
税
か
贈
与
税
、
ま
た
は
相
続

税
な
ど
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
税
金

の
計
算
方
法
が
違
う
の
で
、
気
を

付
け
ま
し
よ
う
。

家
庭
環
境
に
合
わ
せ
て

　

一
般
的
に
生
命
保
険
は
、
長
期

間
に
わ
た
る
契
約
で
す
。
結
婚
・

出
産
・
子
供
の
自
立
な
ど
家
庭
環

境
の
変
化
に
よ
っ
て
保
障
内
容
を

見
直
し
て
み
ま
し
よ
う
。

今
回
は
生
命
保
険
だ
け
を
考
え
て

み
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
火

災
保
険
や
自
動
車
の
損
害
保
険
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
上
手
に
利
用
し

て
い
る
か
を
確
認
し
て
み
ま
し
よ
’

つ
。

消費生活に関するご相談は顔者相談センターへ容66・1111内線464（UI；）

老
後

準
備

長 期 貯 蓄 医 療 保 障 死 亡 保 障

加
入
目
的

老
後
に
備
え
て
年
金
が
も

ら
え
る
も
の
が
よ
い
。
長

生
き
の
リ
ス
ク
が
心
配
。

最
終
的
に
は
満
期
保
険
金

を
受
け
取
れ
る
な
ど
返
還

率
の
よ
い
も
の
に
し
た
い
。
　

〈
教
育
資
金
〉
子
ど
も
の

進
学
に
合
わ
せ
て
学
資
金

を
受
け
取
り
た
い
。

病
気
や
け
が
で
入
院
や
手

術
を
し
た
と
き
に
、
給
付

金
を
受
け
取
り
た
い
。
寝

た
き
り
や
痴
ほ
う
も
心
配
。

保
険
の
対
象
と
な
る
人
が

死
亡
し
た
場
合
に
、
少
し

で
も
多
く
の
死
亡
保
険
金

が
受
け
取
れ
る
も
の
が
よ

い
。
満
期
保
険
金
な
ど
貯

蓄
性
に
は
あ
ま
り
期
待
し

な
い
。
　

〈
相
続
〉
遺
族
が
相
続
税

の
支
払
い
な
ど
を
円
滑
に

行
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

・
個
人
年
金
保
険

・
夫
婦
年
金
保
険

・
養
老
保
険

・
一
時
払
養
老
保
険

・
貯
蓄
保
険

・
子
ど
も
保
険

・
生
存
給
付
金
付
き
　

定
期
保
険

・
各
種
入
院
特
約
を
　

付
加

・
医
療
保
険
　

（
が
ん
保
険
な
ど
）

・
介
護
保
険

・
生
前
給
付
保
険

・
定
期
保
険

・
定
期
付
き
終
身
保
険

・
終
身
保
険

・
定
期
付
き
養
老
保
険

・
終
身
保
険

・
夫
婦
保
険

候
補
と
な
る
保
険
種
類



市民⑩

ペヤオ……し但し：

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

　

よっ粋だねえ

（高校生、車央研修）

＜Iるーぶ登場 春日ソフトボール

　

スポーツ少年団

み
ん
な
で
一
丸
と
な
っ
て

　

春
日
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
は
、
春
日
町
の
育
成
会
行

事
と
し
て
行
わ
れ
た
、
少
年
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
を
き
っ
か
け
に
昭

和
四
十
九
年
ご
ろ
結
成
。
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
競
技
中
心
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
す
。

　

六
月
に
三
十
四
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
行
わ
れ
た
、
県
小
学
生
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
男
子
選
手
権
大
会
で

は
、
準
々
決
勝
ま
で
勝
ち
進
み
ま

し
た
。
現
在
の
団
員
は
小
学
二
年

生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
十
九
人
。

練
習
は
、
有
終
南
小
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
っ
て
い
ま
す
。
冬
の

間
は
、
小
学
校
の
体
育
館
を
使
っ

て
火
・
木
曜
日
と
第
一
。
第
三
日

曜
日
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
子
供

た
ち
も
「
家
の
中
で
遊
ん
で
い
る

よ
り
、
み
ん
な
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

し
て
い
る
ほ
う
が
楽
し
い
」
「
ボ

ー
ル
を
打
っ
た
と
き
の
手
ご
た
え

が
、
野
球
よ
り
も
い
い
」
と
、
元

気
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　

「
大
野
に
は
、
少
年
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
は
ひ
と
つ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

練
習
試
合
を
し
て
試
合

の
カ
ン
を
養
う
の
が
大

変
で
す
ね
。
市
外
の
チ

ー
ム
の
よ
う
に
、
放
課

後
に
練
習
試
合
が
で
き

ま
せ
ん
。
日
曜
日
な
ど

を
使
っ
て
、
市
外
へ
練

習
試
合
に
出
か
け
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
が
、

ほ
か
の
チ
ー
ム
と
比
べ

る
と
、
ど
う
し
て
も
三

分
の
一
ぐ
ら
い
の
試
合

経
験
し
か
で
き
ま
せ
ん

ね
。
そ
の
分
は
、
練
習

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、

実
戦
経
験
の
少
な
い
こ

と
を
カ
バ
ー
出
来
る
よ

う
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
」
と
、
代
表
指
導
者

の
福
田
さ
ん
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に

興
味
の
あ
る
人
、
練
習
試
合
の
申

し
込
み
な
ど
は
、
福
田
政
史
さ
ん

（
容
6
6
・
3
5
8
5
）
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

フックトーク

たいt

『
手
づ
く
り
製
本
術
』

　

四
つ
目
と
じ
、
亀
甲
と
じ
、
麻

の
葉
と
じ
、
こ
れ
ら
が
何
に
使
わ

れ
る
と
じ
方
か
分
か
り
ま
す
か
。

実
は
、
本
の
と
じ
方
の
種
類
な
の

で
す
。
今
月
は
、
「
本
作
り
」
を

楽
し
む
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
本
は
『
日
曜
日
の
遊
び
方
』

シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
で
、
和
装
や
洋

装
な
ど
の
と
じ
方
を
使
っ
た
、
本

の
作
り
方
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
本
が
少
な
く

貴
重
品
だ
っ
た
時
代
に
は
、
一
冊

の
本
を
革
や
金
箔
な
ど
で
丁
寧
に

装
丁
し
、
本
が
美
術
工
芸
品
の
よ

う
に
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。

　

日
本
の
本
の
歴
史
は
、
古
く
は

巻
物
に
始
ま
り
、
巻
物
を
た
た
ん

だ
折
り
本
な
ど
を
経
て
、
結
婚
式

な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
芳
名
録
の

よ
う
な
、
袋
と
じ
の
和
装
本
へ
と

発
展
し
て
来
ま
し
た
。
現
代
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
本
が
洋
装
本
で
す
。

　

和
装
本
は
、
紙
と
糸
と
針
が
あ

れ
ば
誰
で
も
比
較
的
簡
単
に
作
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
専
門
的
な
道

具
を
使
っ
て
の
洋
装
本
は
、
家
庭

で
気
軽
に
出
来
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
が
、
や
り
方
さ
え
分
か
れ
ば
、

自
分
だ
け
の
洋
装
本
を
作
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　

こ
の
本
を
参
考
に
、
お
気
に
入

り
の
雑
誌
や
、
年
賀
状
を
一
冊
の

本
に
仕
上
げ
た
り
、
手
持
ち
の
本

に
表
紙
を
付
け
た
り
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
自
分
だ
け
の
本
作
り
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
容

　

6
5
・
5
5
0
0
）

　

手づくり製本術

岩崎博著雄鶏社
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私亀聯七言聯

地
下
水
位
表
示
板
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

今
回
の
、
私
も
ひ
と
こ
と
は
、

御
清
水
と
石
灯
龍
の
地
下
水
位
表

示
板
の
話
で
す
。
平
成
十
年
八
月

号
で
こ
ん
な
投
書
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　
　

「
普
段
、
何
気
な
く
見
て
い
る

水
位
表
示
板
も
、
場
所
に
よ
っ
て

種
類
が
違
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

昨
年
、
と
て
も
感
じ
の
よ
い
表
示

板
が
本
願
清
水
に
出
来
ま
し
た
。

ほ
か
の
看
板
を
見
る
と
昔
の
ま
ま

の
古
い
表
示
板
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

観
光
で
訪
れ
た
人
も
、
水
位
の

表
示
板
を
見
る
と
珍
し
い
の
か
、

感
心
し
て
帰
ら
れ
ま
す
。
本
願
清

水
以
外
の
表
示
板
も
、
感
じ
の
い

い
も
の
に
付
け
替
え
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
」

　

市
で
は
、
こ
の
投
書
を
き
っ
か

け
に
、
古
く
な
っ
て
い
た
表
示
板

を
名
水
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

に
見
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
平

成
十
一
年
五
月
号
で
作
品
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
作
品
を
応

募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
そ
の

中
か
ら
、
菖
蒲
池
の
清
水
勝
さ
ん

の
作
品
が
御
清
水
と
石
灯
龍
の
地

下
水
位
表
示
板
の
デ
ザ
イ
ン
と
し

て
、
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
さ
ん
は
「
水
が
わ
き
出
る

感
じ
を
表
現
し
た
か
っ
た
」
と
作

品
を
応
募
、
「
水
の
郷
お
お
の
」

を
見
事
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
表
示
板
は
、
十
月
中
旬
｝
」

ろ
御
清
水
と
石
灯
龍
に
設
置
さ
れ

る
予
定

で
す
。

み
な
さ

ん
楽
し

み
に
お

待
ち
く

だ
さ
い
。

Ui＃（D＾7R＊l5i
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脇本さん ［陳遡71

スコットランドに行ってさました

　

味吉里織さん（大学3年生・日吉町）

　

脇本寛美さん（高校2年生・小矢戸）

　

味
吉
さ
ん
と
、
脇
本
さ
ん
は
夏

休
み
を
利
用
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
に
留
学
し
ま
し
た
。
脇
本
さ

ん
は
、
大
野
高
校
の
2
年
生
、
味

吉
さ
ん
は
、
大
野
高
校
出
身
で
、

大
学
三
年
生
で
す
。
現
在
、
市
教

育
委
員
会
の
国
際
理
解
教
育
推
進

員
、
ク
レ
イ
グ
さ
ん
が
、
A
L
T

（
外
国
語
指
導
主
事
助
手
）
と
し

て
大
野
高
校
に
勤
務
し
て
い
た
と

き
、
母
国
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
生

徒
に
紹
介
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
二
人
は
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
に

あ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
大
学
主

催
の
英
語
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
参

加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
　

「
今
回
の
留
学
で
、
英
語
を
理

解
す
る
力
は
上
達
し
た
と
思
い
ま

す
。
ど
う
し
て
も
習
っ
て
い
る
英

語
だ
と
、
文
法
は
ま
あ
ま
あ
出
来

る
の
で
す
が
、
会
話
を
聞
い
た
り
、

話
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
な
か
な

か
で
き
な
い
で
す
ね
。
実
際
に
会

話
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
徐
々
に

言
い
た
い
こ
と
が
相
手
に
伝
わ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
切
な
の

は
伝
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
す

ね
」
「
向
こ
う
の
人
は
、
い
ろ
ん

な
国
の
人
と
出
会
う
せ
い
か
、
自

国
以
外
の
人
に
も
、
気
軽
に
話
し

か
け
て
く
れ
ま
す
。
海
外
の
人
は
、

考
え
方
が
広
い
で
す
ね
。
日
本
だ

と
、
ど
う
し
て
も
日
本
人
で
固
ま

っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
こ
れ
は
、

実
際
に
留
学
し
て
分
か
っ
た
こ
と

で
す
ね
。
私
も
こ
れ
か
ら
、
留
学

中
に
出
来
た
友
達
と
、
手
紙
や
電

子
メ
ー
ル
で
交
流
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
興

奮
冷
め
や
ら
ぬ
様
子
。
「
機
会
が

あ
れ
ば
ま
た
行
っ
て
み
た
い
で
す

か
」
の
質
問
に
、
二
人
は
口
を
そ

ろ
え
て
「
も
ち
ろ
ん
で
す
」
と
目

を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
邑
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
－
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

　

‐
マ
ー
ケ
ッ
ト
つ

出
店
者
募
集

　
　
　

下
庄
公
民
館

　
　

「
下
庄
ま
つ
り
」
で
開
催
す
る

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
販
売
物
や
販

売
方
法
、
売
値
の
目
安
な
ど
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
1
0
月
2
4
日
⑧
午
前
9
時
～

　

午
後
3
時

場
所
下
庄
公
民
館

申
し
込
み
期
限
1
0
月
1
5
日
②

問
い
合
わ
せ
先
下
庄
公
民
館

　
　

（
容
6
6
・
2
1
4
2
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　
　
　

福
井
を
知
ろ
う

　
　
　

県
総
務
部
情
報
政
策
課

　

県
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

統
計
情
報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ド
レ
ス
は
h
t
t
p
：
／
／
t
o
u
k
e
i
．

p
r
e
f
．
f
u
k
u
i
．
j
p
／
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
お
わ
び
と
訂
正

　

当
市
9
月
号
、
H
項
の
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
卓
球
チ
ー
ム
の
選
手
、

佐
々
木
知
子
さ
ん
の
お
名
前
で
、

「
知
」
が
「
智
」
と
誤
っ
て
い
ま

し
た
。
お
わ
び
申
し
上
げ
訂
正
い

た
し
ま
す
。



記録に挑戦！

　

奥越の8中学校から270人が参加して、第18回

奥越地区中学校陸上競技大会が行われました。8月

28日、奥越ふれあい公園では、選rたちが、さわや

かな汗を流していました。

男tl共同参画に向けて

　

8月12日、男女が社会のあらゆる分野において対等

なパートナーとして、利益と貞任を分かち合うために、

男女共同参画プランの素案を作成するワーキンググル

ープが発足しました。

一生懸命つくりました

　

敬老月間にちなんで、開成中学校のジュニアリーダ

ーが、聖和園デイサービスを利用しているお年寄叫こ、

1作oクッキーをプレゼントしました。早速、味見を

したお年寄りたちは、「おいしい」と顔をほころばせ

ていました。

ほら、ここをクリック

　

8月23日、夏休みを利用してい下庄小学

校で親子インターネット教室が開かれまし

た。約2時間でホームページの閲覧やメー

ルの交換などを体験。興味深そうに画面に

見入っていました。

話鵬回生酒
秘書広報課広報広聴係容66・1111



尨循回也場

乖

，
S7かに

　　　　

j
－｀。。－1

　　

偏叉7て，

帚Oj§句俳丿那半レ

　　

「9月5［｜、大野巾付近を震源地として、震度

7の直ドや地震が発生し、嶺北地方を中心に家屋

の倒壊などで多数の死傷者が出た」との想定……

県や消防、自衛隊、住民がー体となって災害発生

時の防災体制の確ぐ／lを図る県総合防災訓練が、六

間通りや大野高校跡地を中心に行われました。今

年は［住民参加］を吼視。参加者は、訓練が始ま

ると本番さながらでバヶツリレーや応急F当、倒

れた家屋からの救助訓練などに取0組み、まわり

では、大勢の人が貞剣な八情で見守っていました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

10月

　

一一－－恐竜エキスポ

ふくい2000

里
親
を
募
集

県
中
央
児
童
相
談
所
」

　
　

「
咀
親
制
度
」
は
、
家
庭
的
に

恵
ま
れ
な
い
。
ド
供
を
行
志
の
人
に

碩
か
っ
て
も
ら
い
、
温
か
い
家
庭

の
中
で
育
て
て
い
く
制
度
で
す
。

　

県
で
は
、
里
親
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
県
中
火
児
童
相

　

談
所
（
a
0
7
7
6
・
2
4
・
5

　

1
3
8
）

1
0
月
は
土
地
月
間
で
す

市
役
所
総
合
政
策
課

…
平
成
H
年
度
地
価
公
示
の
閲
覧

　

L
地
を
売
買
す
る
と
き
は
、
ま

ず
地
価
公
示
価
格
・
地
価
調
査
価

格
を
調
べ
ま
し
よ
う
。

　

関
係
書
類
は
、
巾
役
所
で
だ
れ

で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
土
地
取
引
に
は
届
け
出
が
必
要

　

国
L
利
用
計
画
法
で
は
、
一
定

面
積
以
L
の
L
地
取
引
を
す
る
場

〈
‐
、
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

契
約
を
締
結
し
た
‐
か
ら
起
算
し

て
2
週
間
以
内
に
、
土
地
の
取
得

者
が
、
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

土
地
の
利
用
目
的
が
不
適
切
な

場
〈
日
は
、
利
川
目
的
の
変
動
勧
告

が
あ
り
、
そ
れ
に
従
わ
な
い
場
合

は
、
公
表
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
総
合
政

　

策
課
企
画
調
整
係
（
豊
6
6
・
I

　

1
1
1
内
線
4
c
o
c
o
）

九
頭
竜
線
利
用
に
助
成
金

市
役
所
生
活
環
境
課

　

九
頭
竜
線
（
越
芙
北
線
）
利
川

促
進
の
た
め
、
市
で
は
次
の
よ
う

な
人
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

助
成
対
象
回
数
券
ま
た
は
1
5
人

　

以
L
の
団
体
利
川
乗
巾
券
を
、

　

越
前
大
野
駅
で
購
入
し
た
巾
民

　

な
ど

助
成
額
「
回
数
券
利
川
」
九
頭

　

竜
線
利
用
区
間
の
回
数
券
購
入

　

費
の
2
割
［
団
体
利
用
］
九
頭

　

竜
線
利
用
区
間
の
運
賃
の
5
割

申
請
【
回
数
券
利
川
】
購
人
日

　

よ
り
1
年
以
内
に
購
人
し
た
回

　

数
券
の
表
紙
を
提
示
し
て
申
請

　

【
団
体
利
用
】
利
川
日
よ
り
1

　

年
以
内
に
越
前
大
野
駅
の
利
用

　

証
明
を
添
付
し
て
申
請

　
　

（
い
ず
れ
も
印
鑑
持
参
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
巾
役
所

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6
4
）

一
年
金
の
無
料
相
談
開
催

市
役
所
市
民
課
｀

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
農
業

行
年
金
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

・
日
時
1
0
月
1
9
日
犬

　
　

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

　

場
所
大
野
織
物
工
業
協
同
組

　
　

合
2
階

…
日
時
1
0
月
3
0
日
I
・
・
3
1
日
口

　
　

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

　

場
所
J
A
テ
ラ
ル
越
前
本
所

・
日
時
‥
‥
月
6
日
エ
ニ
？
日
非

　
　

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

　

場
所
有
終
会
館

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
き
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
5
）

一
1
0
［
円
1
7
日
～
2
3
日
は

行
政
相
談
週
間

市
役
所
総
務
課

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
官
公

署
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苫
情
や
意

見
、
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
全

国
五
千
人
の
行
政
相
談
委
員
は
、

皆
さ
ん
か
ら
官
公
署
の
仕
巾
に
つ

い
て
の
政
情
な
ど
を
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。
口
頭
、
電
話
、
手
紙
の

い
ず
れ
の
方
法
で
も
結
構
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

定
例
行
政
相
談
日
毎
月
第
1
・

　

3
木
曜
日
午
後
1
時
3
0
分
～
4

　

時
場
所
有
終
会
館
別
館

行
政
相
談
委
員
占
山
と
み
子
さ

　

ん
（
本
町
3
－
I
豊
6
6
・
3

　

2
6
1
）
▽
ご
I
宅
嵩
さ
ん
（
天

　

神
町
7
1
4
豊
6
5
・
0
5
8

4
）

可
別
見
舞
金
を
支
給

市
保
健
セ
ン
タ
ー

該
当
者
1
年
以
ト
よ

　

で
い
て
、
い
わ
ゆ
る
難
病
の
治

　

療
で
6
ヵ
月
以
上
、
入
院
や
通

　

院
を
継
続
し
て
い
る
人

申
請
期
限
1
0
月
2
5
日
耳

申
請
…
問
い
合
わ
せ
先
巾
保
健

　

セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
7
3
3
3
）

交通
安全

J
r
’
・
ヅ
ｙ

一
水
f
y
卜

夜
間
の
交
通
安
全

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
8
月

末
現
在
ま
で
の
交
通
死
亡
事
故

は
、
県
内
で
6
5
件
、
死
者
は
7
0

名
（
市
内
は
I
件
2
名
）
と
、

昨
年
に
比
べ
、
2
0
件
2
5
名
も
増

え
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
高
齢

者
が
犠
牲
と
な
っ
た
交
通
死
亡

事
故
は
、
3
1
件
3
2
名
と
全
体
の

約
半
分
を
占
め
、
そ
の
事
故
の

9
割
が
、
夜
間
に
集
中
し
て
い

ま
す
。

夜
間
外
出
で
注
意
す
る
こ
と

・
車
の
ス
ピ
ー
ド
や
、
車
か
ら

の
距
離
が
、
昼
間
よ
り
も
分
か

り
に
く
く
な
り
ま
す
。
安
全
確

認
は
慎
重
に
行
い
ま
し
よ
う
。

・
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、

な
る
べ
く
明
る
い
場
所
を
選
び

ま
し
よ
う
。

・
対
向
車
の
ラ
イ
ト
で
、
運
転

者
の
目
が
く
ら
み
、
歩
行
者
な

ど
が
見
え
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
車
の
通
過
直
後
の
横

断
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
は
、
明
る
い
服
装
で
5
0

ロ
、
黒
っ
ぽ
い
服
装
で
は
3
0
ロ

ま
で
近
づ
か
な
い
と
、
運
転
者

か
ら
見
え
ま
せ
ん
が
、
反
射
材

な
ど
を
利
用
す
る
と
、
1
2
0

口
先
か
ら
で
も
、
運
転
者
か
ら

見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

明
る
い
色
の
服
装
や
、
反
射

材
用
品
を
身
に
付
け
る
な
ど
、

運
転
者
か
ら
見
え
や
す
い
服
奘

を
心
掛
け
ま
し
よ
う
。



●INFORMATION

管理公社の職員を募集！

　　

（財）大野市公共施設管理公社では、公共施設の管理・運

営のために職員を募集します。

募集人員1人（採用目平成12年4月1口）

業務内容公共施設の管理・運営に関する業務全般および会

　

計事務

受験資格昭和42年4J」2日から昭和57年4月川」までに生

　

まれた人

試験日程日月14日レし午前10時有終会館作文試験・面接

　

試験・健康診査

申込受付期間10月4「D」）～18日弁（当（1の消印有効）

申し込み方法市販の履歴書に必要事項を記入のうえ、写真

　

を貼り直接または郵送で提出

勤務条件勤務時間および週休日、給与などは、管理公社規

　

程に基づく

申し込み・問い合わせ先

〒912－0084大野市天神町】一19

（財）大野市公共施設管月1公社有終会館内qi務局

　　　　　　　　　　　　　　

（容65・8766）

も
つ
と
利
用
し
よ
う

　
　

「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
」

市
役
所
福
祉
課

　

1
0
月
は
「
在
宅
福
祉
推
進
月
間
」

で
す
。
お
年
寄
り
が
住
み
な
れ
た

家
庭
や
地
域
の
中
で
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
各
種
の
在
宅
サ

ー
ビ
ス
が
川
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
巾
が
運
営
を
委
託
し

て
い
る
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
ま
で
問
い
〈
口
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
大
野
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

　

ー
聖
和
園
（
聖
和
園
内
豊
6
6

　

・
1
8
7
4
）

●
お
お
の
し
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

　

タ
ー
（
．
乗
ハ
イ
ツ
内
豊
6
5

　

・
一
ま
D
［
／
1
9
］

●
大
野
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

　

ー
大
野
和
光
園
（
大
野
和
光
園

　

内
容
6
6
・
6
6
6
0
）

ミ
ニ
人
間
ド
ッ
ク
を

　
　

お
す
す
め
し
ま
す

　

今
年
度
、
市
の
各
種
健
診
を
受

け
て
い
な
い
人
を
対
象
に
、
追
加

健
診
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会

を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
1
0
月
2
3
口
才
午
前
8
時
3
0

　

～
午
前
1
1
時

会
場
有
終
会
館

定
員
先
着
7
0
名

内
容
生
活
習
慣
病
健
診
●
胃
が

　

ん
検
診
な
ど

申
し
込
み
期
限
1
0
月
1
5
日
令

そ
の
他
問
診
票
や
手
数
料
な
ど

　

は
申
し
込
み
後
に
通
知

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
7
3

　

3
3
）

犬
の
予
防
注
射
は

　
　
　

済
み
ま
し
た
か

市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
開
業
獣

医
師
の
注
射
を
受
け
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
注
射
済
票
の
交
付
を
必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
く
犬
を
飼
育
す
る
場
合
に

は
、
予
防
注
射
と
登
録
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
死
ん
だ
場

合
や
他
人
に
譲
っ
た
場
合
に
も
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
保
健
セ
ン
タ

　

ー
（
容
6
5
・
7
3
3
3
）

屋
根
融
雪
装
置

　
　
　

設
置
に
補
助
金

市
役
所
建
設
課

　

市
で
は
、
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
自
ら
が
居
住

す
る
既
存
の
木
造
住
宅
に
、
県
が

認
定
し
た
屋
根
融
雪
装
置
を
設
置

す
る
人
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
対
象
と
な
る
た
め
に

は
、
6
5
歳
以
L
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
条
件
に
つ
い
て
は
問
い
〈
日

わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額
設
置
費
川
の
3
分
の

　

1
（
限
度
額
6
0
万
円
）

補
助
件
数
‐
件

申
込
期
限
1
0
月
1
8
日
四

申
し
込
み
●
問
い
合
わ
せ
先
巾

　

役
所
建
設
課
管
理
係
（
豊
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
3
4
7
）

お
座
敷
列
車

　
　
　

「
大
野
市
民
号
」

市
役
所
生
活
環
境
課

　

今
年
の
お
座
敷
列
車
「
大
野
市

民
‥
リ
」
は
、
一
泊
二
目
で
三
重
県

湯
の
山
温
泉
方
面
の
旅
で
す
。
こ

の
旅
行
は
、
九
頭
竜
線
の
利
用
促

進
を
目
的
に
行
わ
れ
、
費
用
の
一

部
を
市
が
助
成
し
ま
す
。

　

申
込
者
が
多
数
と
な
っ
た
場
八
日

は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

旅
行
日
‥
‥
月
1
6
日
水
～
1
7
日
永

行
き
先
湯
の
山
温
泉
（
三
重
県
）
。

　

信
楽
焼
窯
元
（
滋
賀
県
）
な
ど

集
合
午
前
8
時
3
0
分
ま
で
に
J

　

R
越
前
大
野
駅

対
象
1
8
歳
以
上
の
市
民
（
幼
児

　

の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
）

定
員
1
5
0
人

費
用
3
万
7
0
0
0
円

　
　

（
内
一
人
7
0
0
0
円
助
成
）

申
し
込
み
方
法
個
人
ま
た
は
グ

　

ル
ー
プ
（
5
人
以
内
）
で
、
所

　

定
の
申
込
川
紙
で

申
込
期
間
1
0
月
1
2
日
皿
～
2
0
日

　

四
そ
の
他
▼
申
込
用
紙
は
、
m
一
月

　

1
日
蚕
か
ら
巾
役
所
生
活
環
境

　

課
も
し
く
は
J
R
越
前
大
野
駅

　

に
用
意
▼
抽
選
に
な
っ
た
場
合
、

　

当
選
さ
れ
た
人
の
み
に
連
絡

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
巾

　

役
所
生
活
環
境
課
（
豊
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
a
U
I
）

県
最
低
賃
金
改
正

労
働
基
準
監
督
署

　

福
井
県
最
低
賃
金
が
、
1
0
月
1

日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
後
の
最
低
賃
金

　
　

（
日
額
）
5
0
5
5
円

　
　

（
時
間
額
）
6
3
2
円

・
臨
時
・
パ
ー
ト
ー
ア
ル
バ
イ
ト

　

・
年
齢
・
性
別
●
職
種
を
問
わ

　

ず
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

　

さ
れ
ま
す
。

●
使
用
者
は
、
最
低
賃
金
額
以
上

　

の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な

　

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
各
種
手
当
、
臨
時
賃
金
、
時
間

　

外
・
休
日
労
働
に
支
払
わ
れ
る

　

割
増
賃
金
な
ど
は
、
最
低
賃
金

　

に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
大
野
労
働
基
準

　

監
督
署
（
豊
6
6
・
3
8
3
8
）



″

一
’

58

兄
弟
で
も
ら
っ
た
表
彰
状

　
　
　
　

斉
藤
幸
男
さ
ん
（
中
保
）

　

中
保
の
喪
藤

幸
男
さ
ん
（
六

十
歳
）
の
宝
は
、

小
学
五
年
生
の

と
き
に
も
ら
っ

た
表
彰
状
で

す
。

　
　

「
当
時
、
私

の
父
は
冬
に
な

る
と
、
京
都
の
伏
見
へ
、
杜
氏
と
し
て
働
き

に
出
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
母
は
翌
年
用

の
米
俵
編
み
や
縄
な
い
な
ど
で
と
て
も
忙
し

く
、
家
事
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
姿
を
見
て
、
私
た
ち
兄
弟
は
、
自
然

と
家
事
を
分
担
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
番
上
の
姉
は
炊
事
当
番
で
、
二
番
目
の
姉

は
洗
濯
当
番
。
下
の
妹
二
人
は
掃
除
を
担
当

し
、
私
と
弟
で
馬
の
世
話
や
雪
か
き
な
ど
の

力
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。
家
事
の
ほ

か
に
も
、
縄
を
な
う
手
伝
い
も
し
ま
し
た
ね
。

六
人
向
か
い
合
っ
て
縄
を
な
っ
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。
雪
の
多
い
年
に
は
、
父

が
い
て
く
れ
た
ら
と
、
思
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
で
も
、
そ
ん
な
と
き
に
は
、
兄
弟

み
ん
な
で
助
け
あ
っ
て
、
春
に
な
る
の
を
待

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
、
当
時
の
小

学
校
P
T
A
の
会
長
さ
ん
が
、
ど
こ
か
ら
か

聞
き
つ
け
、
一
番
下
の
妹
が
小
学
校
に
通
う

よ
う
に
な
っ
た
年
の
三
月
、
表
彰
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
姉
た
ち
は
、
す
で
に
中

学
校
に
進
学
し
て
い
た
た
め
、
小
学
校
に
通

っ
て
い
る
兄
弟
の
中
で
一
番
上
だ
っ
た
私

か
、
み
ん
な
の
代
表
と
し
て
、
表
彰
状
を
受

け
取
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
よ
」
と
、
額

に
入
っ
た
表
彰
状
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　

「
今
で
も
、
お
盆
や
正
月
な
ど
、
み
ん
な

が
集
ま
る
と
、
小
さ
い
こ
ろ
の
話
に
花
が
咲

く
こ
と
が
多
い
で
す
。
こ
の
賞
状
を
見
る
た

び
に
、
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
つ
い

つ
い
長
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
み
ん
な

が
、
昔
か
ら
け
ん
か
も
せ
ず
、
仲
良
く
や
っ

て
こ
ら
れ
た

こ
と
が
、
本

当
に
宝
物
で

す
よ
」
と
、

兄
弟
の
名
前

が
順
番
に
書

か
れ
た
表
彰

状
を
見
な
が

ら
、
ほ
ほ
笑

む
斉
藤
さ
ん

で
し
た
。

市民のうごき

9月1日現在 前月比

世帯数 11，719世帯 △4世帯

人口 40，867人 10人

内訳
男 19，568人 8人

女 21，299人 2人

8月中の異動
転入 47人 出生 42人

転出 57人 死亡 22人

市内の交通事故状況（nヵヽ6・at）

件数内訳
平成11年

8月末

平成10年

8月末
比較

総件数 406件 326件 80件

人
身

事
故

件数 123件 118件 5件

死者 2人 1人 1人

傷者 157人 157人 O人

物損事故 283件 208件 75件

表
紙
の
こ
と
ば

　

当
市
の
特
産
と
し
て
、
菊
や

シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
な
ど
の
花

が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
盆
地

の
大
野
は
、
昼
と
夜
と
の
温
度

差
が
大
き
く
花
栽
培
の
適
地
。

新
河
原
の
松
田
敬
一
さ
ん
は
、

菊
栽
培
三
十
四
年
の
ベ
テ
ラ
ン

で
す
。
お
彼
岸
に
利
用
さ
れ
る

菊
の
出
荷
が
最
盛
期
で
、
一
生

懸
命
に
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

九
月
五
日
の
県
総
合
防
災
訓

練
。
自
衛
隊
や
警
察
、
消
防
な

ど
の
大
掛
か
り
な
訓
練
は
本
当

に
力
強
い
。
で
も
、
救
助
機
器

が
不
足
し
て
い
る
状
態
で
、
頼

り
に
な
る
の
は
、
人
の
力
。
市

民
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
が
、
力
を
合
わ
せ
て
行
っ

て
い
た
訓
練
が
、
と
て
も
頼
も

し
く
感
じ
ま
し
た
。
（
横
）

1孔9．1号・

　

数
年
前
「
お
や
じ
ギ

ャ
ル
」
と
い
う
言
葉
が

流
行
し
た
。
く
わ
え
た

ば
こ
で
歩
き
、
お
で
ん

屋
で
一
杯
ひ
っ
か
け
て

と
、
お
や
じ
の
よ
う
な

行
動
を
と
る
若
い
女
の
子
を
そ
う
呼
ん
だ
▼
近

頃
は
逆
に
、
お
ば
さ
ん
化
し
た
お
じ
さ
ん
が
出

て
き
た
。
「
チ
ラ
シ
を
見
た
ら
、
今
日
は
○
○

ス
ー
パ
ー
の
犬
の
え
さ
が
メ
チ
ヤ
安
い
。
ま
と

め
買
い
を
し
て
こ
よ
う
か
。
と
い
う
夫
の
顔
を

見
て
、
彼
の
口
か
ら
こ
ん
な
言
葉
が
出
る
な
ん

て
。
ど
う
し
た
風
の
吹
き
回
し
か
と
驚
い
た
」

と
友
人
が
話
し
て
い
た
▼
男
女
共
生
の
時
代
が

や
っ
て
き
た
。
男
性
が
熱
心
に
料
理
を
作
り
、

掃
除
や
洗
濯
ま
で
も
一
生
懸
命
に
し
て
く
れ
る

と
、
女
性
の
負
担
が
減
っ
て
喜
ば
し
い
。
で
も

何
だ
か
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
。
こ
の
お
か
し

さ
の
中
に
は
「
ハ
テ
ナ
」
と
小
首
を
か
し
げ
る

も
の
と
、
ほ
ほ
え
ま
し
さ
が
同
居
し
て
い
る
▼

最
近
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
に
よ
る
自
然
界
で
の
オ

ス
の
メ
ス
化
が
騒
が
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
似
た

よ
う
な
現
象
で
、
人
間
社
会
で
は
「
不
況
ホ
ル

モ
ン
」
が
発
生
し
、
お
じ
さ
ん
た
ち
が
お
ば
さ

ん
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
「
つ
い
こ
の

間
ま
で
〃
フ
ロ
、
メ
シ
、
ネ
ル
″
の
三
語
し
か
交

わ
さ
な
か
っ
た
夫
婦
が
、
不
況
を
仲
介
と
し
て

再
び
活
発
な
会
話
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
き
ず

な
を
強
め
て
い
る
」
と
雑
誌
に
載
っ
て
い
た
が
、

不
況
を
逆
手
に
取
っ
て
の
評
価
で
あ
る
▼
そ
れ

に
し
て
も
「
あ
そ
こ
の
ス
ー
パ
ー
の
ダ
イ
コ
ン

の
方
が
安
い
」
な
ん
て
意
気
込
む
お
じ
さ
ん
が

増
え
る
の
は
、
や
っ
ぱ
り
男
性
が
女
性
に
近
づ

い
て
い
る
せ
い
な
の
か
。
何
と
し
て
も
消
え
て

ほ
し
い
「
不
況
ホ
ル
モ
ン
」
。
（
H
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1
）
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